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館蔵絵はがき展館蔵絵はがき展寄贈品コーナー展示

　地域の名所や記念行事などが写された絵はがきは、今

でもお土産として根強い人気があります。

　絵はがきのもつ魅力のひとつは、そこに写された場面

が、その土地や記念行事のベストショットであることにあ

るでしょう。つまり、絵はがきには、その土地や行事の

最も魅力的な、または象徴的な場面が表現されているの

であり、同時にそれは、その土地や行事に関わる人々が

プロデュースしたいと考える魅力ともいえます。

　本展示では当館の所蔵・寄託資料のうち、戦前の平塚

とその周辺地域を題材にした絵はがきを展示します。

　絵はがきに写されたかつての地域の魅力を振り返るこ

とで、現在の地域の魅力を考え、発見するきっかけにして

いただければ幸いです。
平塚市絵葉書「湘南道路新花水橋ヨリ高麗山眺望」　昭和10年代

会期：3月2日（金）～4月1日（日）

●実   施   日 ：3月17日（土）、3月18日（日）
●開催時間：両日ともに10 時 ~12時、13時 ~16 時
●実施場所：博物館１階　科学教室
●参 加 費：無料

●実施内容（時間中は自由にご参加いただけます）　
　　・生き物の塗り絵 (ホトケドジョウ、アカハライモリなど )
　　・生き物ペーパークラフト体験
　　・生き物クイズ
　　・田んぼの水中微小動植物の顕微鏡観察

　平野や丘陵地の川沿いには、水田が作られ、日本人の食を支えるイネ
が栽培されています。イネを栽培するために、近くの川から水を引くことで、
水田にはゲンゴロウ、カエル、ドジョウなどの生き物が集まります。今回
の体験学習では、水田に生息する生き
物たちを観察し、また、小物作りやク
イズなどを通して楽しみながら水田の
生き物について学んでいきます。
　魅力的な水田の生き物たちを一緒に
観察しましょう！ ホトケドジョウ

共催：東海大学教養学部 藤吉研究室

最新地質学講座　今こそ知ろう『チバニアン』
　チバニアンという言葉、昨年一度は聞いたことがあるのではない
でしょうか？千葉県市原市で見ることができる地層が、日本の地名
が付いた新たな地質時代「チバニアン（千葉時代）」の模式地に認
定される見通しになり、ニュースなどでも取り上げられ話題になり
ました。今回は、そんなチバニアンについて、そもそも地質時代と
はなにか、何が重要なのか、認定されることでどんな意味がある
のか、などの疑問について、わかりやすく解説します。

●日時：3月25日（日）15時 30 分～16時 30 分　
　　　　（開場は15時15分）
●場所：博物館1階　講堂
●定員：70 人（先着順）
●講師：野崎 篤（当館学芸員）

↑チバニアンの模式露頭。多くの人が見学に訪れる人気スポットに

なっています。（千葉県茂原市 養老川河岸）
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